
農業MBA
第二章

情報の見える化

1

講師：テラスマイル株式会社
生駒 祐一



農業MBA スマート農業カリキュラムマップ

概論

情報の

見える化

目標設定
と原因分

析
生産戦略

販売戦略

計画・段
取り・指

示

制御・自
動化・育

成

試算・管
理会計

経営評
価・診断

基礎

思考系

ひと系

戦略系 カネ系基礎

戦略系

ひと系

思考系

2



カリキュラムタイトル
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項番 系統 タイトル キーワード

1 基礎（全体像） スマート農業概論 未来の経営者像、政策、サプライチェーン、国内外のプ
ラットフォームビジネス（WAGRI、アグミル、他メーカーな
ど）、スマート農業実証事業など

2 基礎（情報の見
える化）

農業経営に関わる
データを見える化する

３C、RightARM 10pointフレームワーク

3 思考系 目標設定と原因分析 RightARM目標設定・原因分析フレームワーク

4 戦略系 生産戦略（生産工程
のマニュアル化）

環境制御、炭酸ガス発生装置、養液栽培、自動潅水、自動
開閉、環境モニタリング、土壌センシングなど

5 戦略系 単価交渉力を見据え
た販売戦略

GAP、出荷予測AI、自動選果機

6 戦略系 生産計画（自動化） 生産計画・生産指示・気象予測・ドローン防除、
収穫シミュレータ・自動トラクターなど

7 ひと系 アグリテックの運用 今まで学んだスマート農業の設備やシステム、その他農業
のサプライチェーンに関わるアグリテック

8 カネ系 設備投資と管理会計 Freee、ソリマチ、県経営指針、融資申請

9 思考系 経営評価・診断

項番 系統 タイトル キーワード

1 基礎（全体像） スマート農業概論 未来に向けた政策、サプライチェーン、アグリテックソ
リューション

2 基礎（情報の見
える化）

農業経営に関わる
データを見える化する

３C、RightARM 10pointフレームワーク

3 思考 目標設定と原因分析 RightARM目標設定・原因分析フレームワーク

4 戦略 生産戦略（生産工程
のマニュアル化）

環境制御、炭酸ガス発生装置、養液栽培、自動潅水、自動
開閉、環境モニタリング、土壌センシングなど

5 戦略 単価交渉力を見据え
た販売戦略

GAP、出荷予測AI、自動選果機

6 戦略 生産計画（自動化） 生産計画・生産指示・気象予測・ドローン防除、
収穫シミュレータ・自動トラクターなど

7 人材 アグリテックの運用 今まで学んだスマート農業の設備やシステム、その他農業
のサプライチェーンに関わるアグリテック

8 カネ 費用対効果・資金繰
り・管理会計

県経営指針、融資申請、会計ソフト

9 総合 経営評価・診断 経営診断、RightARM経営分析など



カリキュラムの概要
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項番 タイトル 概要

1 スマート農業（ア
グリテック）概論

• 農業の外部環境変化を共有し、今後起こりうる農業の課題を抽出します。
• 政策を含めた未来に向けた打ち手を学びます。
• 自分の産地・法人・品目にあったスマート農業計画を立案しましょう。

2 農業経営に関わ
るデータを見える
化する

• 次世代の農業経営に関わる情報の「見える化」について学びます。
• データを活用し、農業経営を様々な角度から可視化します。

3 目標設定と原因
分析

• 「目標設定」「原因分析」という両輪について学びます。
• 目標設定→可視化→仮説設定→（可視化）→課題抽出→原因特定までの流れを学びます。

4 生産戦略（生産
工程のマニュア
ル化）

• 環境モニタリング、土壌センシングなど、世の中の製品や機能を体系的に学びます。
• マニュアル化に向けたスマート農業の活用方法について議論します。

5 単価交渉力を見
据えた販売戦略

• 農作物のサプライチェーンについて学びます。
• 単価交渉力を高めるための選択肢とデータ活用について学びます。

6 生産計画（自動
化）

• 人の手に依存しやすい作業計画や作業指示の自動化について検討します。
• 瞬間的に労力が必要な収穫工程について自動化の可能性を検討します。

7 アグリテックの運
用

• 今まで学んだスマート農業技術（アグリテック）について、改めて整理します。
• その他、サプライチェーンに関わる新しい技術について学び、運用を検討します。

8 費用対効果・資
金繰り・管理会計

• 費用対効果の算出方法や、融資のための資金繰り表の作成方法について学びます。
• 農業経営指針をベースに、「管理会計」の手法を学びます。

9 経営評価・診断 • 今までの学びをもとに、アグリテックを当たり前のように活用する未来を想像した、農業経営の在り
方について、未来の経営計画書を一緒に作成します。

• ケーススタディをベースに、経営の評価方法、診断方法、データやアグリテックを活用した解決案の
作成などを行います。



農業経営に関わるデータを見える化する
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概要 アジェンダ

• 次世代の農業経営に関わる情
報の「見える化」について学び
ます。

• データを活用し、農業経営を
様々な角度から可視化します。

講義
1. 実践から考える「見える化」４つの目的

2. RightARM 10pointフレームワーク

2. ワークショップ
自社の見える化戦略を考えてみよう！

項番2基礎



テラスマイルでの経験から集約される
農業経営における

「見える化」の４つの目的
2020年9月現在
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農業経営における「見える化」の４つの目的 2020.9

©terasuma.jp 20202020/9/22 7

現状評価

進捗把握

課題

具現化
計画試算



農業経営における「見える化」の４つの目的 2020.9 具体例

©terasuma.jp 20202020/9/22 8

現状

評価

今年の「播種」「収穫」の波を振り返る

今年の「反収」「栽培期間」「売上（＝市況＊量）」を振り返る

今年の天候を評価する（今年の天候は何年前と近いかのあたりをつける）

スマート農業の効果を評価する

課題

具現化

頭では分かっていることを具現化して確認する（例：収穫量と利益の関係など）

経営者の頭の中を具現化して、社内で共有する

データから見える潜在的な課題・課題の切り口を具現化する

進捗

把握

播種の計画進捗（予実）を把握する

播種実績から収穫の傾向をいち早く把握する

収穫の計画進捗を把握する

計画

試算

品種（茶種）ごとの作付け量を試算する

工場（加工場・出荷場）のキャパを考えた収穫計画を試算する

前倒しもしくは後ろ倒しの可能性やリスクを試算する



現状評価（市況単価の動き）
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現状評価（天候）

2020/9/22 ©terasuma.jp 2020 10



現状評価（天候 詳細）

2020/9/22 ©terasuma.jp 2020 11



©terasuma.jp 20202020/9/22 12

昨対比較 潅水データとの結合表示

センサーデータとの結合表示 気象/出荷場データとの結合表示

課題具現化



RightARM
10pointフレームワーク

2020年9月現在
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現状（経営）評価10ポイント_2020

©terasuma.jp 20202020/9/22 14

環境
分析

産地

特性 種苗

土壌

計画と

指示
栽培

管理
気象

適応

収穫

出荷

収益

労働

生産性

投資

効率

※RightARM分析フレームワークより抜粋



現状（経営）評価10ポイント_2020

©terasuma.jp 20202020/9/22 15

環境
分析

産地

特性 種苗

土壌

計画と

指示
栽培

管理
気象

適応

収穫

出荷

収益

労働

生産性

投資

効率

※RightARM分析フレームワークより抜粋

市況と実績

品種と実績

土壌と実績

計画／指示と実績

管理と実績

気象と実績

品質／サイズ／日

分荷／配車／収益

労働時間とブレ幅

投資効果／規模



夏場の
リーダーはどこか？

冬場の
リーダーはどこか？

©terasuma.jp 2020



2020/9/22 17

計画立案 耕起整地 元肥 播種定植 防除追肥 収穫 選別出荷 販売物流 人材評価
経営
分析

現実的な
目標を設定

予防的
防除計画

データに基づく
管理計画

課題個所の
特定

データに基づく安心型モチベーション管理＋人材育成

予測に基づく
出荷・分荷計画

段取り評価

可視化（帰納）＆シミュレーション（演繹）

週間予測営業
＋仕組み化

©terasuma.jp 2020



目的明確化シート
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目指す売上

現状

目指す売上
↓

WHAT
↓

WHERE
↓

WHY



目標設定の参考資料
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ワークショップタイトル
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1.スマート農業の提案をまとめる

2.戦略立案のための見える化を求められる

3.勉強会の目標を設定する

4.単収（10a収量）アップに向けた設備の選択肢

5.販売単価のアップに取り組む

6.生産管理の仕組み化に取り組む

7.労力不足と人材育成に取り組む

8.次世代に向けた投資に取り組む

9.貴方が目指す部会・法人の姿を創造する



ワークショップ①

21

シラバス ストーリー（主人公：加藤・長谷川）

1. タイトル：
戦略立案のための見える化
を求められる

2. グループディスカッション：
• 貴方が長谷川さんだっ

たら、何を見える化しま
すか？ なぜそれを見え
る化しようと思いました
か？

• 貴方がやりたいことを実
現するためのスマート農
業技術について例を上
げてください。

3. 全体ディスカッション

＜概要＞
• 長谷川は農業法人で働く中核社員である。
• 施設園芸で３haの面積を運営している。
• 社長の加藤は大手金融機関を経て農業法人を立ち上げ、

ここ数年で一気に面積を拡大させてきた。
• 加藤は県の農業大学校を卒業後、今の法人に入社、今ま

ではExcelを活用して農園の管理を行ってきた。

＜そんなある日…＞
• 加藤から「長谷川くん、スマート農業実証プロジェクトなど

を国が推進する中で、うちの法人も今後の戦略を練らなけ
ればいけない。」と２つの指令があった。

① 市場・競合・自社の観点で見える化したい
② 長谷川さんは網羅的に考えて、過去の蓄積された

データから何を見える化したい？それはなぜ？

加藤は提案に対して「なぜ？どうして？」という返しを得意とし、
熟慮した回答でないことをひどく嫌がる。挑戦的な投資は好む
が補助金があるからと言って投資する正確ではない。
長谷川は、まず提案の骨子を考えることにした。

項番2基礎



ワークショップ②
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シラバス

1. タイトル：
自社の見える化戦略を考え
てみよう！

1. ウオーミングアップ
• ４つの目的に合わせて仮説を１０個上げてください
• ４つの部屋に分かれてピックアップする

2. 個人ワーク
① 目的どれを選ぶ
② どんな切り口で見える化しますか？
③ 具体的にどんな仮説を組みたいですか？
＜例＞
・労働生産性を上げたい
・販売提案書を作りたい
・社員と共有したい
・効率的な計画を組みたい
・どこが稼ぎ頭か知りたい
・予防防除計画を作りたい
・進捗管理したい
・品種を組み替えたい
・出荷コストを下げたい

項番2基礎



農業MBA
第三章

目標設定と原因分析

1

講師：テラスマイル株式会社
生駒 祐一
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カリキュラムタイトル
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項番 系統 タイトル キーワード

1 基礎（全体像） スマート農業概論 未来の経営者像、政策、サプライチェーン、国内外のプ
ラットフォームビジネス（WAGRI、アグミル、他メーカーな
ど）、スマート農業実証事業など

2 基礎（情報の見
える化）

農業経営に関わる
データを見える化する

３C、RightARM 10pointフレームワーク

3 思考系 目標設定と原因分析 RightARM目標設定・原因分析フレームワーク

4 戦略系 生産戦略（生産工程
のマニュアル化）

環境制御、炭酸ガス発生装置、養液栽培、自動潅水、自動
開閉、環境モニタリング、土壌センシングなど

5 戦略系 単価交渉力を見据え
た販売戦略

GAP、出荷予測AI、自動選果機

6 戦略系 生産計画（自動化） 生産計画・生産指示・気象予測・ドローン防除、
収穫シミュレータ・自動トラクターなど

7 ひと系 アグリテックの運用 今まで学んだスマート農業の設備やシステム、その他農業
のサプライチェーンに関わるアグリテック

8 カネ系 設備投資と管理会計 Freee、ソリマチ、県経営指針、融資申請

9 思考系 経営評価・診断

項番 系統 タイトル キーワード

1 基礎（全体像） スマート農業概論 未来に向けた政策、サプライチェーン、アグリテックソ
リューション

2 基礎（情報の見
える化）

農業経営に関わる
データを見える化する

３C、RightARM 10pointフレームワーク

3 思考 目標設定と原因分析 RightARM目標設定・原因分析フレームワーク

4 戦略 生産戦略（生産工程
のマニュアル化）

環境制御、炭酸ガス発生装置、養液栽培、自動潅水、自動
開閉、環境モニタリング、土壌センシングなど

5 戦略 単価交渉力を見据え
た販売戦略

GAP、出荷予測AI、自動選果機

6 戦略 生産計画（自動化） 生産計画・生産指示・気象予測・ドローン防除、
収穫シミュレータ・自動トラクターなど

7 人材 アグリテックの運用 今まで学んだスマート農業の設備やシステム、その他農業
のサプライチェーンに関わるアグリテック

8 カネ 費用対効果・資金繰
り・管理会計

県経営指針、融資申請、会計ソフト

9 総合 経営評価・診断 経営診断、RightARM経営分析など



カリキュラムの概要

4

項番 タイトル 概要

1 スマート農業（ア
グリテック）概論

• 農業の外部環境変化を共有し、今後起こりうる農業の課題を抽出します。
• 政策を含めた未来に向けた打ち手を学びます。
• 自分の産地・法人・品目にあったスマート農業計画を立案しましょう。

2 農業経営に関わ
るデータを見える
化する

• 次世代の農業経営に関わる情報の「見える化」について学びます。
• データを活用し、農業経営を様々な角度から可視化します。

3 目標設定と原因
分析

• 「目標設定」「原因分析」という両輪について学びます。
• 目標設定→可視化→仮説設定→（可視化）→課題抽出→原因特定までの流れを学びます。

4 生産戦略（生産
工程のマニュア
ル化）

• 環境モニタリング、土壌センシングなど、世の中の製品や機能を体系的に学びます。
• マニュアル化に向けたスマート農業の活用方法について議論します。

5 単価交渉力を見
据えた販売戦略

• 農作物のサプライチェーンについて学びます。
• 単価交渉力を高めるための選択肢とデータ活用について学びます。

6 生産計画（自動
化）

• 人の手に依存しやすい作業計画や作業指示の自動化について検討します。
• 瞬間的に労力が必要な収穫工程について自動化の可能性を検討します。

7 アグリテックの運
用

• 今まで学んだスマート農業技術（アグリテック）について、改めて整理します。
• その他、サプライチェーンに関わる新しい技術について学び、運用を検討します。

8 費用対効果・資
金繰り・管理会計

• 費用対効果の算出方法や、融資のための資金繰り表の作成方法について学びます。
• 農業経営指針をベースに、「管理会計」の手法を学びます。

9 経営評価・診断 • 今までの学びをもとに、アグリテックを当たり前のように活用する未来を想像した、農業経営の在り
方について、未来の経営計画書を一緒に作成します。

• ケーススタディをベースに、経営の評価方法、診断方法、データやアグリテックを活用した解決案の
作成などを行います。



目標設定と原因分析

5

概要 アジェンダ

• 「目標設定」「原因分析」とい
う両輪について学びます。

• 目標設定から原因特定までの
流れを学びます。

1. 講義
① RightARM目標設定・原因分析フレームワーク

2020について

② 目標設定の流れ
• ありたい姿を描く
• 現状とのギャップを可視化する
• 何を目標とするかを具現化する

③ 原因分析を行う
• 目標との差は何か？
• 原因についての仮説を立てる
• 可視化して監視する
• 原因を特定する
• なぜ起こったかを考える
• 有効な打ち手を選択する

2. ワークショップ
稼ぐ農業勉強会グループでの目標を設定する

項番3思考



P6

問合せ 目標設定 現状把握

分析

レポート 目
標
達
成
！営農勉強会

経営分析・

経営評価

R
i
g
h
t
A
R
M

導
入

現
状
分
析

初
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

県市町村・JA

営農・普及員

経由

Web窓口

スマート農業

相談窓口

※RightARMの活用プロセスより抜粋

スマート農業技術を導入する時は「目標設定」と「現状把握」が大切

成長箇所を特定する

©Terrace mile.INC 2018



月次レポート

定期的に分析報告会を実施目標達成！
STEP

4

改善箇所抽出
STEP

3

見える化（先月儲かった理由）
STEP

2

目標設定
（所得・反収量・リスク対策）

STEP

1
反収22トン
所得500万円

• 生産計画を作成
• 採算ラインを試算
• 比較モデルを選定

• 水管理
• CO2施用
• DIF
• 日射量

出荷量
• 市場単価
• 市場別出荷量
• 市場別売上
• 産地規格・サイズ

マーケット

• 市場単価傾向
• 出荷量傾向
• 天気・温度・降水量

予報・予測

目標設定を行った後の運用フローの事例

※RightARM分析フレームワークより抜粋

©Terrace mile.INC 2018



目的明確化シート

©Terrace mile.INC 20182020/10/1 8

目指す売上

現状

目指す売上
↓

WHAT
↓

WHERE
↓

WHY

・目標売上高との乖離を把握する
・目標達成プロセスを可視化する

｜＿①県の目標生産性に達しているか？
｜＿②生産性を最大化したら達成できるか？
｜＿③安定生産による契約出荷をするとどうか？

｜＿月次計画を最大化する
｜＿単価を最大化（最短化）する

｜＿④-1 オプションを作る（加工品、直販など）
｜＿④-2 規模拡大をして売上を伸ばす（どのくらい？）



目標設定／原因分析の切り口

©Terrace mile.INC 20192020/10/1 9

昨対（過去の自分と比べる） ランキング（他と比べる） 予実（計画と比べる）

通年 期間・ス
テージ別

エリア・
区画別 人と比較 ステージ

で比較
圃場で
比較

シーズン
を通して

特定の
期間で

圃場別に
比較

収
益
性

売上（単価＊出荷
量）・販売先

経費・人件費

現金・目標所得

ら
し

さ
・

こ
だ

わ
り

生育の条件
（環境・土壌等）

打ち手
（管理・段取り）

日々の成長
（学びと気づき）

生
産

性

総生産量
・反収量

サイズ
・糖度ランク

出荷量/労働時間

※RightARM分析フレームワークより抜粋



目標設定ミーティングでの優先順位付けを行った事例

©Terrace mile.INC 20192020/10/1 10

昨対
（過去と比べる）

ベンチマーク
（他の目標と比べる）

予実
（計画と比べる）

出荷月別 四半期別
販売先別・
出荷規格・
分荷先別

主要産地・
主要市況・
経営指針

システム
算出値

（ＡＩ等）

圃場・
品目・
品種別

カテゴリ
販路別

収
益
性

売上

出荷量・生産量 ○ △ ◎

販売単価・
キロ単価 ○ △ ◎

特
徴
・
こ
だ
わ
り

コスト

販売経費

固定費

経費割合

生
産
性

利益

一株あたり・
一本あたり △

単位面積・
反あたり ○

損益分岐 △ △



モデル別反収比較
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モデル別反収比較

©Terrace mile.INC 20192020/10/1 12



担い手が年々減少する中、若手の産地維持と所得向上目指した取組みをサポート
（次世代の担い手育成モデルとして体系化し、各自治体にも紹介）

2015年

ビジョン策定

2016年

PDCA加速

平均反収 10 → 15.8トン(2018)

2020年

平均反収

16.5トンの確立

2014年
平均反収
10トン程度

篤農家インタビュー 未来を語る会

勉強会 週次圃場巡回

生育調査

分析データ共有
（定例会）

【契約当初】

西都ハッピーマン 経営力強化プロジェクト

2020/10/1 ©Terrace mile.INC 2020 13



稼ぐ産地モデルの策定シナリオ（例：ハッピーマン）
産地の経営力強化に向け、半年間（初回面談からは8か月間）の意見交換・接

点を重ね、産地ビジョンを策定。その後、1年半の運用改善を実施している。

©Terrace mile.INC 20202020/10/1 14

産地
インタ
ビュー

ヒアリング
・産地分析

各種分析
・見える化 要因分析

産地
ビジョン
＆勉強会

•現状把握
•課題抽出
•前提条件
•目標設定

運用
評価改善

•市場流通分析
•（消費分析）
•ベンチマーク
•篤農家分析
•コスト分析

•環境・気象分析
•経営シミュレーション

•個別相談・定例会
•（圃場巡回）
•個別成績表

3か月～半年（2015） 1年半（2016～）

過去データ・県普及データ リアルタイムデータナレッジデータ・オープン
データ



比較分析マトリクス

©Terrace Ｍile.INC 20192020/10/1 15

昨対
（過去と比べる）

ランキング
（他と比べる）

予実
（計画と比べる）

圃場
別 隔週 月間 厳寒

期

収
益
性

他産地単価

他産地規格

（コスト）

持
続
成
長
性

水管理

厳寒期の
管理

CO2

DIF

生
産
性

収穫間隔

圃場別
反収

反収
ランキング

厳寒期
反収反収

（サイズ）



比較分析マトリクス（自社農園ワークシート）

©Terrace Ｍile.INC 20192020/10/1 16

昨対
（過去と比べる）

ランキング
（他と比べる）

予実
（計画と比べる）

収
益
性

他産地単価

他産地規格

（コスト）

持
続
成
長
性

水管理

CO2

DIF

生
産
性

収穫間隔

反収

（サイズ）



ワークショップタイトル

17

1.スマート農業の提案をまとめる

2.戦略立案のための見える化を求められる

3.勉強会の目標を設定する

4.産地のマニュアル化に取り組む

5.販売単価のアップに取り組む

6.産地として自動化を検討する

7.若手のリーダーを育成するためにどう活用するか？

8.次世代に向けた投資に取り組む

9.貴方が目指す部会・法人の姿を創造する



ワークショップ

18

シラバス ストーリー（主人公：内村）

1. タイトル：
稼ぐ農業勉強会グループ
での目標を設定する。

2. グループディスカッション：
① 平均単価と反収量、反

売上、所得のどこに目
標を設定しますか？

② 目標設定に際して想定
されるハードルは何で
しょうか？

③ 自分が考える西都ハッ
ピーマンのような目標
達成のプランを描いて
ください。

3. 全体ディスカッション

＜概要＞
• 内村はミニトマトの生産者グループのリーダーであり、

100名いる部会青年部長を40歳にして務めている。
• 出荷シーズンは10－7月、産地では赤・黄・オレンジの3

種類があり、選果場は農協が運営している。
• 今井自身は50aの生産面積を持ち、雇用も抱えている。
• 今井のミニトマトは、糖度と酸味のバランスが良く、コク味

もあることから小売店からは直接の契約取引をしばしば持
ち掛けられる。農協から減農薬認定もされている。

• 農協販売力には少し不満がある。しかし、ロットが足りない
ため、部会内に新たな販売組織を作りたいと考えていた。

＜そんなある日…＞
• 県の農業改良普及センターから「農水省の事業を活用して、

スマート農業を活用した営農勉強会を企画しないか？」と
持ち掛けられた。若手は10名ほど集まるらしい。

• 県としては、若手グループに県GAPを取得してもらい、稼ぐ
生産者グループへの成長してほしいと願っている。

• 農協は営農部長をはじめ「若手が先走り過ぎている」と感
じている。

内村はある程度議論をリードする必要があると考えていた。

項番2基礎



©Terrace mile.INC 20202020/10/1 19

企画

調達

生産

営業

出荷

経理：月次決算、キャッシュフロー

右腕（後継者）育成

マネジメント・仕組み化

部会運営・農協活用

どんな産地か、
何を作るか

設備投資、
種苗調達

栽培手法、
管理技術

販路（STP）

規格、糖度、
品質

目標設定に際してのハードル（ワークシート）



農業MBA
生産計画・自動化

生産工程のマニュアル化
販売戦略

1

講師：テラスマイル株式会社
生駒 祐一



農業MBA スマート農業カリキュラムマップ

概論

情報の

見える化

目標設定
と原因分
析

生産マ
ニュアル
化

販売戦略

計画・自
動化

アグリ
テックの
運用

投資・
CF・会計

経営評
価・診断

基礎

思考

ひと

戦略 カネ基礎

戦略

戦略

総合

2



カリキュラムタイトル

3

項番 系統 タイトル キーワード

1 基礎（全体像） スマート農業概論 未来の経営者像、政策、サプライチェーン、国内外のプ
ラットフォームビジネス（WAGRI、アグミル、他メーカーな
ど）、スマート農業実証事業など

2 基礎（情報の見
える化）

農業経営に関わる
データを見える化する

３C、RightARM 10pointフレームワーク

3 思考系 目標設定と原因分析 RightARM目標設定・原因分析フレームワーク

4 戦略系 生産戦略（生産工程
のマニュアル化）

環境制御、炭酸ガス発生装置、養液栽培、自動潅水、自動
開閉、環境モニタリング、土壌センシングなど

5 戦略系 単価交渉力を見据え
た販売戦略

GAP、出荷予測AI、自動選果機

6 戦略系 生産計画（自動化） 生産計画・生産指示・気象予測・ドローン防除、
収穫シミュレータ・自動トラクターなど

7 ひと系 アグリテックの運用 今まで学んだスマート農業の設備やシステム、その他農業
のサプライチェーンに関わるアグリテック

8 カネ系 設備投資と管理会計 Freee、ソリマチ、県経営指針、融資申請

9 思考系 経営評価・診断 土壌診断、経営診断、Z-GIS、RightARM経営分析など

項番 系統 タイトル キーワード

1 基礎（全体像） スマート農業概論 未来の経営者像、政策、サプライチェーン、国内外のプ
ラットフォームビジネス（WAGRI、アグミル、他メーカーな
ど）、スマート農業実証事業など

2 基礎（情報の見
える化）

農業経営に関わる
データを見える化する

３C、RightARM 10pointフレームワーク

3 思考 目標設定と原因分析 RightARM目標設定・原因分析フレームワーク

4 戦略 生産戦略（生産工程
のマニュアル化）

環境制御、炭酸ガス発生装置、養液栽培、自動潅水、自動
開閉、環境モニタリング、土壌センシングなど

5 戦略 単価交渉力を見据え
た販売戦略

GAP、出荷予測AI、自動選果機

6 戦略 生産計画（自動化） 生産計画・生産指示・気象予測・ドローン防除、
収穫シミュレータ・自動トラクターなど

7 人材 アグリテックの運用 今まで学んだスマート農業の設備やシステム、その他農業
のサプライチェーンに関わるアグリテック

8 カネ 費用対効果・資金繰
り・管理会計

県経営指針、融資申請、会計ソフト

9 総合 経営評価・診断 経営診断、RightARM経営分析など



カリキュラムの概要

4

項番 タイトル 概要

1 スマート農業（ア
グリテック）概論

• 今後起こりうる外部環境の変化から、農業経営者の未来像を創造します。サプライチェーンの全体
像から情報蓄積の種類、近年の情報プラットフォームの変化を学びます。

• 国の次期政策である「強い農業交付金」と「スマート農業実証事業」から、今後の可能性を探りま
す。国の情報プラットフォームWAGRIについても学びます。

• カリキュラムの全体像に関する説明も行います。

2 農業経営に関わ
るデータを見える
化する

• 次世代の農業経営に関わる情報の「見える化」について学びます。
• データを活用し、農業経営を様々な角度から可視化します。

3 目標設定と原因
分析

• 「目標設定」「原因分析」という両輪について学びます。
• 目標設定→可視化→仮説設定→（可視化）→課題抽出→原因特定までの流れを学びます。

4 生産戦略（生産
工程のマニュア
ル化）

• 環境モニタリング、土壌センシングなど、世の中の製品や機能を体系的に学びます。
• マニュアル化に向けたスマート農業の活用方法について議論します。

5 単価交渉力を見
据えた販売戦略

• 農作物のサプライチェーンについて学びます。
• 単価交渉力を高めるための選択肢とデータ活用について学びます。

6 生産計画（自動
化）

• 人の手に依存しやすい作業計画や作業指示の自動化について検討します。
• 瞬間的に労力が必要な収穫工程について自動化の可能性を検討します。

7 アグリテックの運
用

• 今まで学んだスマート農業技術（アグリテック）について、改めて整理します。
• その他、サプライチェーンに関わる新しい技術について学び、運用を検討します。

8 費用対効果・資
金繰り・管理会計

• 費用対効果の算出方法や、融資のための資金繰り表の作成方法について学びます。
• 農業経営指針をベースに、「管理会計」の手法を学びます。

9 経営評価・診断 • 今までの学びをもとに、アグリテックを当たり前のように活用する未来を想像した、農業経営の在り
方について、未来の経営計画書を一緒に作成します。

• ケーススタディをベースに、経営の評価方法、診断方法、データやアグリテックを活用した解決案の
作成などを行います。



本日のアジェンダ

1. 令和3年度概算要求についてディスカッションする

2. スマート農業のコストインパクトを共有する

3. 生産のマニュアル化を考える

4. 販売戦略の立て方を考える

5



タイムスケジュール

• 一限目
1. 令和3年度概算要求についてディスカッションする
2. 情報技術のコストインパクトを共有する
3. 3つのサービスについてコストインパクトを考えてみよう（３グループ）
4. 自社に必要な「情報技術」を考える

• 二限目
1. フレームワークを用いて現場の経験値を共有する
2. ケーススタディを通じて

A) 堀口製茶
B) 西都ハッピーマン

3. 自社のマニュアル化を考える

• 三限目
1. 販売戦略の立て方を考える（フレームワークを用いた考え方）
2. 現場経験値を共有する
3. ケーススタディを通じて

A) 門川町高糖度トマト部会
B) 自社の戦略を考える

4. 全体を通しての質疑応答

6



農業MBA

スマート農業のコストインパクト

7



その１
環境モニタリング



【キャッチボール】
環境モニタリングセンサーを紹介された。

このデータをあなたは何に使う？

コメントに書き込んでみましょう。
「対象外」でも構いません。



【キャッチボール】
ハウスの気温が見えると何が分かる？



【キャッチボール】
ハウスの湿度が見えると何が分かる？



【キャッチボール】
ハウスのCO2が見えると何が分かる？



【キャッチボール】
ハウスの日照が見えると何が分かる？



3つのサービスについて
コストインパクトを考えてみよう

（３グループ分かれて）

＜教材提供＞
• アグリノート
• アグリネット
• ゼロアグリ



新規参入

売り手 農業生産業界 買い手

代替品

情報技術（抜粋）
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出荷
• 種苗
• 肥料
• 農薬
• 資材
• 農機
• 設備
• 農地

• ドローン

調達 生技 製造

雇用・担い手育成

青色申告・資金繰り

企業参入

GAP（生産情報管理）

• 物流
• 加工
• 卸

• 小売
• ＥＣ

• 直売
• 飲食

設備等のインフラ管理

アマゾン
コンビニ

ドラッグストア

サプリメント・
完全食 輸入工場

消費者

調達手法
ローコスト
• 農地・農機シェア
• 調達シェア
• 人材シェア
• 動画教育
付加価値
• LED育苗
• 有機たい肥

生技・製造
• 環境制御型ハウス
• 自動潅水装置
• GPS播種・定植機
• ロボットトラクター
• ラジコン管理機
• 環境モニタリング
• 土壌モニタリング
• アシストスーツ
• ドローン防除

集出荷技術
• 収穫ロボット
• 個数管理ロボット
• 自動収穫機
• 自動選別機
• 非破壊糖度選別機
• パック詰めロボット
• 貯蔵システム
• 食味計付コンバイン

予測
• 収穫量・個数
（画像解析）
（機械学習）

• 出荷量・販売
• 生育・病害虫
（ウェアラブル・カメラ）
• 天候

管理
• シフト・労力
• 段取り・順番
• 栽培履歴
• 品質・リスク
• コスト・財務
• 販売・規格
• 土壌

集出荷手法
• 域内物流
• 飲食店物流センター
• 産地物流センター



参考 スマート農業サービスマップ

©Terrace mile.INC 20202021/4/1 16

出荷調達 生産
準備 生産

社員教育・担い手育成

経理・資金繰り

GAP（生産情報管理）

調達手法
＜シェア＞
• ファーマリー（農機）
• シェアグリ（人材）
• アグミル（土地）
＜付加価値＞
• ベルグアース（苗）
• エルム（LED苗）
• ムスカ（堆肥）
＜海外＞
• FBN

育成/コンサル
• マイファーム（担い手）
• アグリメディア（経営）
• アグリコネクト（経営）
• デルフィジャパン（栽培）

経理・品質
• ソリマチ（会計）
• Freee（会計）
• ファームオーエス（労務）
• NEC-SI（GAP）
• ファームレコーズ（GAP）

予測・診断
• 農研機構（予測）
• 富士通（予測）
• NTTデータ（予測）
• ファームアイ（米）
• AgriLook（米・畑作）
• PLANTDATA（施設）
• 栽培ナビドクター（土壌）

ドローン
• Drone JAPAN
• スカイマティクス
• ナイルワークス
• OPTIM
• トルズビオン

生産管理
＜農業＞
• アグリノート（米・露地）
• アグリオン（野菜果樹）
• アグリハブ（小規模）
• Z-GIS/Z-BFM
• KSAS（米・露地）
• 栽培ナビ（施設）
＜畜産＞
• ファームノート（酪農）
• Umotion（肉牛）
• Eco-Pork（養豚）

収穫/伴走ロボット
• inaho(（アスパラ）
• AGRIST（ピーマン）
• パナソニック（トマト）
• Donkey
• 銀座農園
• CuboRex（果樹）
• エムスクエア・ラボ

自動化
＜環境制御＞
• Next80
• ネポン
• エアロビート
• PRIVA
• プロファーム
＜その他制御＞
• Paditch（水位調整）
• ゼロアグリ（自動潅水）
• Sensprout（自動潅水）

データ活用
• AkisaiPF
• RightARM（弊社）
• Ekレシピ

モニタリング
＜環境モニタリング＞
• プロファインダー
• アグリネット
• あぐりログ
• House NAVI ADVANCE
• みどりクラウド
• ラピスセミコンダクタ
• E-KAKASHI
• グリーンラボ
＜運転支援＞
• AgriBus-NAVI

集出荷手法
• やさいバス
• 農業総合研究所
• イーサポートリンク
• FARMBOX(農協）
• Happy Quality

その他
• Sagri（衛星）
• イノフィス（スーツ）
＜自動トラクター＞
• クボタ・ヰセキ・ヤンマー
• コマツ/OPTIM
• 松本機工（茶）
• 日本計器鹿児島製作所



自社に必要な
情報技術を考えてみよう

（経営収支・労働時間・粗収益の観点から）

17



農業MBA
生産工程のマニュアル化

18



フレームワークを用いて現場の経験値を共有する
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出荷調達 生産
準備 生産

社員教育・担い手育成

経理・資金繰り

GAP（生産情報管理）

農業に
必要なものを
調達する

生産活動の
準備をする

生産活動を
行う

集出荷・
営業を
行う

資金を
管理する

右腕を
育成する

品質情報を
管理する

どこをマニュアル化するのか？



生産工程のマニュアル化（マニュアル＝自動化・可視化/見える化）
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出荷調達 生産
準備 生産

社員教育・担い手育成

経理・資金繰り

GAP（生産情報管理）

• 播種を自動化
• 調達時期を共有

• 土壌診断による物
理性の可視化

• 予防メンテの意識
統一

• 収穫予想を可視化
• 作業を自動化

• 潅水を自動化
• 環境を自動化
• 行動を可視化
△ 状態を可視化
△ 判断を可視化

• 作業順序を統一
• 目標とする作業時
間・量を設定

• 選別を自動化
• 優先順位を共有

• 稼ぎ時の可視化
• キャッシュの底の
可視化

• 目標使用コストの
可視化

• 前期の実績とポイ
ントを可視化

• 機会を可視化
• リスクを可視化

• 履歴を可視化

どこをマニュアル化するのか？



農業MBA
販売戦略

21



販売戦略の立て方を考える（フレームワークを用いた考え方）

©Terrace mile.INC 20202021/4/1 22

経済
循環

商品

価格

流通

販売
促進

立地

人

プロ
セス



農作物のサプライチェーンの構造（手数料及びマージン）
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生産者
出荷場

28-40%

農協

3%

全農経済連

1%

市場

8.5%

仲卸

5%

帳合

5%

小売

60→100%

198円

飲食

300%

600円

消費税



卸売市場の取引構造

24

農林水産省 食料産業局 令和元年8月
「卸売市場をめぐる情勢について」より抜粋



現場経験値を共有する

商品 高糖度/品質安定/美味しい、安定出荷、小分け対応（ミールキットなどの消
費者ニーズに対応）

価格 定額で販売する

先方の工程を請け負うことで価格を維持する

流通 中抜き

時間によって販売場所を変える

販売促進 出荷予測を行い、先方を安心させる

時代を先読みして、先行優位でマーケットを獲得する

立地 空港のお土産を優先する（客が流れるところをとる）

閲覧するキーワードで仮想的な立地を確保する

人 コーディネータが状態を把握

手間暇かけて消費者が直接評価

プロセス 顧客が最も満足できるようなアプローチ方法

アフターフォローの手法

©Terrace mile.INC 20202021/4/1 25














	19_スマート農業_生産計画（自動化）・マニュアル化・販売戦略.pdfから挿入したしおり
	農業MBA�生産計画・自動化�生産工程のマニュアル化�販売戦略
	農業MBA　スマート農業カリキュラムマップ
	カリキュラムタイトル
	カリキュラムの概要
	本日のアジェンダ
	タイムスケジュール
	農業MBA��スマート農業のコストインパクト
	その１�環境モニタリング
	【キャッチボール】�環境モニタリングセンサーを紹介された。�このデータをあなたは何に使う？
	【キャッチボール】�ハウスの気温が見えると何が分かる？
	【キャッチボール】�ハウスの湿度が見えると何が分かる？
	【キャッチボール】�ハウスのCO2が見えると何が分かる？
	【キャッチボール】�ハウスの日照が見えると何が分かる？
	3つのサービスについて�コストインパクトを考えてみよう�（３グループ分かれて）
	情報技術（抜粋）
	参考　スマート農業サービスマップ
	自社に必要な�情報技術を考えてみよう�（経営収支・労働時間・粗収益の観点から）
	農業MBA�生産工程のマニュアル化
	フレームワークを用いて現場の経験値を共有する
	生産工程のマニュアル化（マニュアル＝自動化・可視化/見える化）
	農業MBA�販売戦略
	販売戦略の立て方を考える（フレームワークを用いた考え方）
	農作物のサプライチェーンの構造（手数料及びマージン）
	卸売市場の取引構造
	現場経験値を共有する


